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はじめに

『留学生交流・指導研究』第27号発刊によせて
有 川  友 子

COISAN 代表幹事
大阪大学国際教育交流センター

この度 COISAN（国立大学留学生指導研究協議会）発行のジャーナル『留学生交流・指導研究』

第 27 号をお届けいたします。本号では研究論文 1本、研究ノート 2本、実践報告 1本を掲載し

ています。

本号では、石鍋浩・安龍洙先生による『日本語教師による留学生観の質的データに対する経時的

検討』という題目の研究論文、岸田由美先生による『元留学生の定着に向けた促進・阻害要因に関

する先行研究の検討』という題目の研究ノート、米本和弘先生による『「イメージも違ったと思い

ますね、想像したの留学生活と実際の留学生活は」－大学院留学生が留学に描く期待と現実に関す

る一考察－』という題目による研究ノート、中野遼子先生による『演劇的手法を用いた国際共修授

業の教育的効果に関する考察－脳科学の視点を取り入れて―』という題目による実践報告が掲載さ

れています。

このほか、本号には 2025 年 2 月 13 － 14 日開催の COISAN 研究会のプログラムや、COISAN

が協力し 2025 年 2月 14 日に大阪大学で開催された 2024 年度国立大学法人留学生指導研究協議

会のプログラムにつきましても掲載しております。また、オンラインで実施しております「読書会」

と「おしゃべり会」の報告も掲載しております。

本号発行にあたり、和田編集委員会委員長をはじめ COISAN ジャーナル編集委員会の皆様に大変

お世話になりました。本ジャーナルは 2023 年から J-Stage に公開されておりますこと、あわせて

お知らせいたします。

最後になりますが、本号に投稿いただいた皆様、査読いただいた皆様、ありがとうございました。

本号が皆様の留学生教育交流の研究と教育の参考となりましたら幸いです。
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2024 年度　留学生交流・指導
研究会報告
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日時：2025 年 2月 13日（木）・14日（金）

於：大阪大学（吹田キャンパス）ハイフレックス開催

本研究会は、COISAN 会員が日頃留学生のアドバイジング業務や留学生教育に従事する中で直面

している問題について会員同士が直接顔を合わせながら、情報やノウハウを共有するとともに、留

学生アドバイジングの領域に関連する教育実践、研究成果を発表する場として 2013 年より年 1

回開催している。2023 年度以降は、対面、オンライン併用のハイフレックス形式で開催している。

第 13 回の研究会では、新たな試みとして、国立大学法人留学生指導研究協議会の前日（2月

13 日）及び当日（2月 14 日）の午前中に行った。1日目（2月 13 日）の午後は、会員による実

践報告・研究発表の場を設けるとともに、特別講演を行った。そして、夜には参加者同士による情

報交換会を行った。2日目の朝は、大阪大学工学部レジリエンス・サポートルームの見学会を行い、

お昼にはランチ交流会を実施した。実践報告・研究発表、特別講演には 64名（うちオンライン参

加者 34名）、情報交換会には 17名、レジリエンス・サポートルームの見学会には 12名、ランチ

交流会には 21名の参加があった。また、1日目の実践報告・研究発表、特別講演は有償による非

会員の受け入れ、情報交換会、ランチ交流会は実費負担による非会員の参加を受入れており、実践

報告・研究発表、特別講演は 27名、情報交換会は 5名、ランチ交流会は 10名の非会員の参加があっ

た。以下にその詳細を述べる。

1日目（2月 13 日）は、まず 3件の会員による実践報告・研究発表から始まった。研究発表 1

では、梁瀬会員から「留学生支援に求められる多文化共生とは何か―スウェーデン社会・大学の実

践に学ぶこと」と題して、スウェーデンにおける多文化共生に関する歴史的議論や実践についての

報告が行われた。研究発表 2では、小嶋会員と中野会員から「インターセクショナリティの概念

から留学生の困難を考える―博士課程で学ぶ女子留学生に関する研究」と題して、インターセクショ

ナリティ（交差性）の概念を用いて女性の大学院留学生が抱える困難について報告された。実践報

告 1では、瀬井会員と義永氏から「大阪大学の SALC における日本語学習アドバイジングと大学院

生スタッフの育成」として、大阪大学における課外の SALC（Self-Access Learning Center：自律的

な言語学習支援施設）であるOUマルチリンガルプラザにおいて実施された留学生対象の日本語学

習アドバイジングおよび施設内で活動する大学院生スタッフの育成について報告された。

続く特別講演では、大阪大学キャンパスライフ健康支援・相談センターの太刀掛俊之先生に「カ

ルト問題を考える―学生を勧誘から守るために」と題してご講演いただいた。参加者からは、「カ

ルトのように明らかに社会悪と思われるような集団であっても、頭ごなしに脱会を迫るのではなく

て、本人が自分で判断できるように粘り強く働きかけていく必要があることが実感できた」、「とて
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も詳細にカルト問題の情報をまとめていただき、相談事例まで共有いただき、問題の深刻さと、サ

ポートの重要性を学ぶことができた」などの声が聞かれた。

夜に行われた情報交換会では、「様々な大学の先生方とざっくばらんにいろいろなお話ができた」

という声が聞かれ、参加者同士の充実した情報交換の場となっていたようである。

2日目の朝は、昨年度の特別講演でお話しいただいた大阪大学大学院工学研究科の根岸和政先生

の案内のもと、レジリエンス・サポートルームの見学会を行った。参加者からは「説明を聞きなが

ら自由な雰囲気で見学でき、利用者が書いたノートも読ませていただき、実際の様子をうかがい知

ることができてよかった」との声が上がった。

そして、お昼にはランチ交流会を行い、和やかな雰囲気のもとで参加者同士が交流をした。参加

者からは、「それぞれの大学が直面している課題について率直に話ができた」、「各先生方との交流

の中で共感と気づきを得るよい機会となった」といった声が聞かれた。

第 13回留学生交流・指導研究会プログラム

2025 年 2月 13日（木）

■研究発表1「 留学生支援に求められる多文化共生とは何か 

―スウェーデン社会・大学の実践に学ぶこと」

 梁瀬　まや（京都大学 学生総合支援機構 学生相談部門 留学生相談室）

■研究発表2「 インターセクショナリティの概念から留学生の困難を考える 

―博士課程で学ぶ女子留学生に関する研究」

 小嶋　　緑（東北大学高度教養教育・学生支援機構）・中野　遼子（東北大学大学院歯学研究科）

■実践報告1「大阪大学の SALC における日本語学習アドバイジングと大学院生スタッフの育成」

 瀬井　陽子（大阪大学国際教育交流センター）・義永美央子（大阪大学国際教育交流センター）

■特別講演「 カルト問題を考える 

―学生を勧誘から守るために」

 太刀掛俊之（大阪大学 キャンパスライフ健康支援・相談センター 教授）

■情報交換会
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2025 年 2月 14日（金）

■大阪大学工学部レジリエンス・サポートルーム見学会

■ランチ交流会

第 13回研究会企画・運営班（50音順）

伊藤健一（宮崎大学）・瀬尾匡輝（茨城大学）・園田智子（東京大学）・趙丹寧（埼玉大学）・

中野遼子（東北大学）・村上和弘（愛媛大学）・米本和弘（東京学芸大学）
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研究発表1： 留学生支援に求められる多文化共生とは何か

　　　　　　―スウェーデン社会・大学の実践に学ぶこと

発　表　者：梁瀬　まや（京都大学 学生総合支援機構 学生相談部門 留学生相談室）

1．はじめに

複雑な世界情勢下、留学生の中には、移民・難民的背景を持った者がいる。母国政情不安を背景

に持つ場合、渡日前から擁する外傷・差別体験や、家族との別離、将来への不安等が、メンタルヘ

ルスを容易に脅かす。それらを加味した対応が求められ、日本人学生支援とは別の心得が必要とな

る。言語や文化葛藤に加え、何重にも交錯する負担の理解、大学がいかにこうした留学生を支えて

行くかの tips は、各社会がどう移民を受け入れ多文化共生を図ってきたかという課題とオーバー

ラップする。留学生数の増加だけでなく、多様性の増加が進む中、それぞれの学生が遭遇する障壁・

求められる支援を理解する事は、大学にとって不可欠である。

スウェーデンは、移民に開かれた国として、長年多文化共生が実践されてきた。近年は保守路線

へ転換が図られたものの、同国の実践に学ぶ点は少なくない。本発表では 2023 年及び 2024 年の

同国視察に文献的考察を交えて報告した。

2．スウェーデンと移民

第二次大戦後の労働移民に始まり、受入れの歴史は長い。スウェーデン中央統計局によると、最

盛期の 2015 年「外国のバックグラウンドを有する者」は全人口の約 22%で、寛容と評価された

移民政策は、整備が重ねられてきた。8つの政策分野、167 の政策指標から移民政策の評価・国際

比較を行う「移民統合政策指標（MIPEX: Migration Integration Policy Index）」ランキングでは、

スウェーデンは 2007 年の第 2回から 2015 年の第 4回まで 3回連続で最も高い総合評価を受け

ている。

3．視察

（1）トランスカルチュラル・センター（TC）は、1999 年ストックホルム県によりストックホルム

中心部に設立された。移民・難民の背景を持つ患者と出会う医療従事者等のための知識センターと

してスタートし、文化に配慮したケアに必要な研修、当事者に対する健康情報の発信、地域社会の

要請に基づき行われる教育等が、多職種チームにより実践されていた。戦争や紛争の影響を受ける

難民の約 3割が精神衛生上の課題を抱えると指摘されるが、言語・スティグマ・情報不足等、構

造レベルの障壁がアクセスを妨げ、メンタルヘルスサービスの利用は一般国民よりも少なく、遅れ

る事が報告されている。健康診断に関わる一般医療従事者の教育（難民健康スクリーニング、拷問

等に関する知識）、文化的要因が精神疾患にどのような影響を与えるか可視化する文化形成面接の検

証、ヘルスコミュニケーターによる地域啓発活動、ファクトカード配布等の取組みがなされていた。
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（2）ストックホルム大学

学生健康サービスに看護師と心理カウンセラーが常駐し、予約制の個人カウンセリングが行われ

ていた（ハラスメント・合理的配慮は別部署）。通常は 3-4 回で、継続ケアは学外専門家に送るが、

予約は 3ヶ月待ちであった。80ヶ国からなり全学生の 2-3% を占める留学生は、スウェーデン人

学生より相談が多く、孤独・言語など問題も多重で、地域ケアにも繋がりにくいため、4回以上と

なることが多い。留学生には分類されず、スウェーデン生まれでバイリンガルだが、アカデミック

なライティングは困難さを持つ第 2・第 3世代移民の問題もあった。

4．おわりに

スウェーデンには、北欧の厳しい自然の中で生まれた、将来の持続可能性を意識するサステナビ

リティの精神がある。家族のように互いを尊重し助け合う社会モデル（「国民の家」）、社会が持続

可能な発展を続ける為に福祉があり、紛争地域から庇護を求める難民の受入れは、その放置が将来

の世界にサステナブルでないという歴史的価値観に沿うものだった。環境・フェミニズム運動といっ

た少数派の文化的権利を主張する同国の民衆教育実践は、多文化共生にも活かされた。移民増加に

よる制度的綻びはあり、政策転換されたが、同国はただ無策に破綻した訳ではない。綻びの検証が

進み、受入れが社会として持続可能となれば、再び同国が別の決断を選ぶ日は来るかもしれない。

日本とスウェーデンを容易には比較できないが、自国の歴史と向き合い、歴史的課題・傾きやすい

価値観を知り、多文化共生に向けた社会の弱みに気付き、この社会で出来る事は何か、改めて本音

で議論・検証することの重要性を認識した。

参考文献

Stockholm County Council（2015）「THE TRANSCULTURAL CENTRE」 http://dok.slso.sll.se/TC/1_Start/
InfobroschyrENG_2015web.pdf （2025 年 2 月 12 日閲覧）

McDonald JT, Dahlin M, Bäärnhielm S. （2021） “Cross-cultural training program on mental health care for 
refugees - a mixed method evaluation”, BMC Medical Education. Vol. 21, No. 533.
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研究発表2：インターセクショナリティの概念から留学生の困難を考える

　　　　　　―博士課程で学ぶ女子留学生に関する研究

発　表　者：小嶋　　緑（東北大学高度教養教育・学生支援機構）

　　　　　　中野　遼子（東北大学大学院歯学研究科）

1．研究の概要と目的

本発表では、インターセクショナリティ（交差性）の概念を用いて女性の大学院留学生が抱える

困難にアプローチする。日本において「外国人」と「女性」という二重のマイノリティ性を持つ女

子留学生の経験を、特に博士学生に焦点を当て交差的に分析することで、従来の研究では捉えられ

なかった問題の発見への一助とすることを目指す。

2．インターセクショナリティ

Crenshaw が 1989 年に提案したインターセクショナリティの概念は、コリンズ＆ビルゲ（2021）

では、次のように説明されている。

インターセクショナリティとは、交差する権力関係が、様々な社会にまたがる社会的関係や個人
の日常的経験にどのように影響を及ぼすのかについて検討する概念。分析ツールとしてのイン
ターセクショナリティは、とりわけ人種、ジェンダー、セクシュアリティ、階級、ネイション、
アビリティ、エスニシティ、そして年齢など数々のカテゴリーを、相互に関係し、形成し合って
いるものとして捉える。インターセクショナリティは、世界や人々、そして人間関係における複
雑さを理解し、説明する方法である。（p.16）

この語が広く知られるようになる前から、複合的な差別や抑圧についての研究は存在していたが、

「複数の権力関係が交差しているという事実」と「その事実に着目すべきという方針」という整理（森

山、2022）を参考に、まずは事実に着目することから始める。

3．先行研究

ここでは紙幅の都合により政策背景を割愛し、外国人留学生と女子学生に関する先行研究を概観

する。まず、外国人留学生に関する研究は数多くなされているが、主に学部生の日本語学習や友人

関係構築の困難に焦点を当てており、大学院生に関する研究は少数である。その中では、研究室コ

ミュニティへの参加困難やアカデミックハラスメントなどが指摘されている。次に女子学生に関す

る先行研究では、女子中学生や高校生の、特に理工系への進路選択に関する研究は蓄積しつつある

が、理工系に進学した女子学生が大学でどのような環境に置かれているかや、女子学生が研究者の

道に進む意欲を高めるような環境にあるかといった検証はまだ十分になされていない。

4．研究方法とデータ分析

本研究では、2024 年 6月～ 7月の 1ヶ月半の間にＸ大学の全留学生を対象に実施された日英 2
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言語のウェブ調査のデータを参照した。約 400 件の回答うち、本研究の対象となる博士学生の回

答は 162 件（母集団の 18.5％）であった。本研究では、同調査の設問の中から特に「関連性が高い」

と考えられる 4問、具体的には、［Q1］X大学で学術・研究における平等性と多様性が推進されて

いると思うか、［Q2特性や属性など（性別、国籍、言語、宗教、性自認、性的志向、障害、家庭

の事情等）を理由とした次の経験の有無］-（1）いじめ・嫌がらせ、（2）差別、（3）学術・研究の

不正行為（学術・研究倫理に違反する行為）に関わらせるような圧力、を抽出し、これらの問に対

する回答に男女差があるのかを、カイ二乗検定を用いて確認した。全ての対象者の男女差の検定を

行った後、文化が異なると思われる学問分野で、大学院を 3グループ（医歯薬／人文社会科学／

理工農）に分類し、グループごとの男女差を確認した。

5．結果と考察

今回の調査結果からは、［Q2］-（1）の「いじめ・嫌がらせ」の経験についてのみ、男女の間で有

意傾向が見られた。そのうち、医歯薬の研究科に所属する学生グループでは男女の間に 5%水準で

偏りがあり（χ2（2）=7.04, p<.05）、フィッシャーの正確確率検定でも女男の間に統計的に有意

な差が認められ（p = .021）、「わからない」を選択した女性が有意に多かった（調整済み標準化残

差 = -2.45）。自由記述に関連する回答はなかった。考察として、先行研究では医学系学生の臨床実

習における不当待遇などが指摘されているほか、ある歯学研究科の例では、学部学生がほぼ同率の

男女比であるのに対して、教員の男女比に極端な偏りがあり、女性ロールモデルの不在や居心地の

悪い環境などの、複合的な要因が考えられる。

本研究は、大学院博士課程における女性と外国人という交差性からくる困難が存在する可能性を

示したが、困難の内容や要因までは特定できなかった。しかし、留学生支援にインターセクショナ

リティの視点を入れる重要性が示唆された。今後は、より詳細にデザインされた調査・研究が求め

られる。

引用文献　　＊紙幅の都合により一部のみ掲載

パトリシア・ヒル・コリンズ，スルマ・ビルゲ（小原理乃訳，下地ローレンス吉孝監訳） （2021）『インターセ
クショナリティ』，人文書院

Kimberle Crenshaw （1989）, “Demarginalizing the Intersection of Race and Sex: A Black Feminist Critique of 
Antidiscrimination Doctrine, Feminist Theory and Antiracist Politics,”University of Chicago Legal Forum, 
vol.1989 （1）, pp.139-167

森山至貴（2022）「今度はインターセクショナリティが流行ってるんだって？」，『現代思想』50（5），pp. 64-73.
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実践報告1：大阪大学のSALCにおける日本語学習アドバイジングと大学院生スタッフの育成

発　表　者：瀬井　陽子，義永　美央子（大阪大学国際教育交流センター）

1．概要

本発表は、大阪大学における課外の SALC（Self-Access Learning Center：自律的な言語学習支援

施設）であるOUマルチリンガルプラザ（以下：プラザ）において実施した留学生対象の日本語学

習アドバイジング（以下：アドバイジング）および施設内で活動する大学院生スタッフの育成につ

いて報告を行うものである。近年、大学において能動的学修のために集うことのできる共有スペー

スの利用や、課外での学びが重視されるようになった。大阪大学では、全学の学生を対象に課外で

の自律的な言語学習を促す施設として、2020 年 4月にプラザを開設した。発表では、アドバイジ

ングの概要とアドバイザーと共に施設運営を担う大学院生スタッフの活動を紹介する。そのうえで、

多様な留学生のための日本語学習支援における今後の課題と展望を述べる。

2．プラザにおける日本語学習支援

2024 年度現在、プラザで実施している日本語の学習支援には、（1）アドバイジング、（2）会話

パートナーと 1対 1で話すことができる会話練習、（3）アカデミックライティングに対するアド

バイスが受けられるチュータリング、（4）グループワークを通じて学習計画を立てるワークショッ

プ、（5）グループで自由に会話や情報交換を行うサロン、の 5つの活動がある。アドバイジング

以外の活動は大学院生スタッフによる運営を教員がサポートする体制をとっている。

言語学習を支援する目的で行うアドバイジングは、対話を通して学習者の学習目標・目的・学習

方法を明確にしていくもので、プラザでは事前予約制で、対面またはオンライン（Zoom）にて 40

分間 1対 1で行っている。利用者割合を見ると、アドバイジングの利用者は 12%で、数値として

多くはないが、アドバイジングは総合窓口のような役割を果たしており、その対応事例を、会話練

習やサロン、チュータリングを担当する大学院生スタッフの育成に活かしている。

3．相談内容に見られる特徴

発表者らは、2020 年 6月から 2024 年 7月の間に実施したアドバイジングで対応した相談内容

から、学習者の相談内容と日本語学習期間には傾向が見られることを明らかにした（瀬井，義永 

2025）。その傾向には、大阪大学の特徴である理工系の大学院に所属する留学生が多いことや、英

語学位プログラムが多く設置されていること（大阪大学 2024）も深く関わっている。相談内容を

整理すると、（1）「語学の授業」のようなものを期待して相談してくる利用者は少ない、（2）日本

語の教科書や機械翻訳では得られない情報を求めている、（3）研究室で研究のことは質問できて

も「日本語のこと」は質問しづらい、（4）より生活と関わる日本の社会的・文化的知識を知りたい、

（5）「日本語の質問」という入口で相談に来るが別の問題を抱えている場合がある、と言える。日本語
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以外の問題とは、健康支援センターやハラスメント相談室を紹介する必要があるケースであった。

4．大学院生スタッフの育成

プラザでは、大学院生がスタッフとしてアドバイジング以外の日本語学習支援活動に携わり、多

様なニーズへの対応をしている。2024 年度は、8名の大学院生が従事しており、そのうちの 6名

が留学生である。大学院生スタッフの所属は人文学研究科で、専門は言語文化学、教育学、日本語

教育学などである。しかし、授業科目として開講されている日本語の授業とは異なり、課外の

SALC という施設での活動であることから、どのように日本語学習を支援すればよいのかに戸惑う

様子も見られた。そこで、学期の開始・終了時に実施していたスタッフミーティングで、アドバイ

ジングの相談内容や対応事例を伝え、重要なことは日本語をうまく教えることではなく、利用者の

話をよく聞くことであると伝えた。加えて、日々の日報や連絡用 SNS で情報共有を行い、対応時

に使える資料を協働で作成することにした。作成した資料には、日常表現や文法解説がわかる教材

一覧、会話練習の際に参照できる話題一覧、研究計画を書く時のチェックリストなどがある。従事

開始時には、語学の授業のようなものをイメージしていた大学院生スタッフ達であるが、ミーティ

ングや資料の協働作成を通し、様々な対応事例を例に挙げて話し合うなかで、相談に来る留学生た

ちが必要としている情報は何か、社会的・文化的知識にはどのようなものがあるか、それをどのよ

うな形で伝えることができるかを考えるようになる様子が見られた。また、大学院生スタッフが相

談者の持つ専門性から学びを得る場面も見られ、日本語でのやり取りを通して学び合いが起きてい

たことも明らかになった。

5．まとめと今後の課題

本発表では、SALC の活動の一環として実施している日本語学習アドバイジングの相談内容から、

日本語学習期間、レベル、大学での所属・専門等によって相談事項が異なること、「日本語」を入

口とした様々な質問や相談に対応していることを報告した。また、これらの相談事例を施設の運営

に携わる大学院生スタッフの育成に活かしていることを述べた。大学院生スタッフの育成の過程か

らは、日本語学習支援方法の検討だけでなく、利用者間の相互の助け合いも見られた。今後の課題

としては、学習者の個々の状況に応じた対応の促進や支援方法の共有、組織や人的リソースの持続

可能性を高めること、大学院生スタッフの継続的な確保と教育が挙げられる。

参考文献

大阪大学（2024）「外国人留学生数」https://www.osaka-u.ac.jp/ja/guide/outline/data/international（2025 年 2
月 27 日閲覧）

瀬井陽子，義永美央子（2025）「言語学習アドバイジングの現場から見る留学生の日本語学習の現状と課題―
OUマルチリンガルプラザの事例から―」『多文化社会と留学生交流』第 29 号，pp.49-57
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2024 年度　研究協議会報告
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主　題：「留学生と日本人等一般学生の多文化共修・交流活動」 

日　時：2025 年 2月 14日（金）13：30～ 17：00 

場　所：大阪大学吹田キャンパス銀杏会館 3階ホール（対面）・オンライン併用

次　第：（敬称略） 

 ［総合司会 大阪大学国際教育交流センター　有川友子］

挨　拶 （13：30-13：40） 大阪大学理事・副学長　山本ベバリー・アン

Ⅰ． 留学生受入れに関する施策 

（対面＆オンライン参加可能）

　　　 1， 説　明 （13：40-14：10） 

「留学生交流に係る最新状況と令和 7年度関連予算案について」

 文部科学省高等教育局参事官（国際担当）付　留学生交流室　室長補佐　菊地勇次

　　　 2，質疑応答（14：10-14：20）

2024年度国立大学法人留学生指導研究協議会
兼　第58回大阪大学留学生教育・支援協議会
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　　　［Ⅱ＆Ⅲ　コーディネーター： 金沢大学　理工研究域　准教授　岸田由美］

Ⅱ．分科会「留学生と日本人等一般学生の多文化共修・交流活動」　（14：30-16：00）　　

　　　A：「多文化共修・交流－実践と学内外への展開－」

 ファシリテーター：茨城大学　全学教育機構国際教育部門　　　　　准教授　　瀬尾匡輝

 信州大学　グローバル化推進センター　　　　　講　師　　仙石　祐

　　　B：「学生交流団体（組織）と大学（教職員）との関係」

 ファシリテーター：東京学芸大学　教職大学院　　　　　　　　　　准教授　　米本和弘

　　　C：「留学生のネットワーキング（個人レベル）の変化と相談・支援」

 ファシリテーター：大阪大学　国際教育交流センター　　　　　　　准教授　　岡本紗知

 鹿児島大学　総合教育機構グローバルセンター　講　師　市島佑起子

　　　Ｄ：オンライン分科会

 ファシリテーター：宮崎大学　国際連携機構国際連携センター　　　准教授　　伊藤健一

金沢大学　理工研究域　　　　　　　　　　　　准教授　　岸田由美

Ⅲ．各分科会からの報告と全体討論　（16：00-16：50）

閉会の挨拶 （16：50-17：00） 大阪大学国際教育交流センター長　　有川友子

＊情報交換会：17：30～ 19：00　銀杏会館 2階ミネルバ

以上
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読書会
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担当：渡部　留美

26号掲載論文　計 5本の著者を囲んでのオンライン読書会を下記の通り開催しました。

第 19回
 日時 2024 年 10 月 24日（木）
司会 渡部留美（東北大学）
語り手 田中京子（元名古屋大学）

課題論文 田中京子「国際交流アドバイザー 33年ー学んだこと，学びたいことー」『留学生
交流・指導研究』26号，pp.7-12.

参加者数 8人

第 20回
日時 2024 年 11 月 14日（木）
司会 渡部留美（東北大学）
語り手 ロン・リム（元香川大学）

課題論文 ロン・リム「明日にも会いたくなる人になりたい」『留学生交流・指導研究』26号，
pp.19-24.

参加者数 5人

第 21回
日時 2024 年 12 月 2日（月）
司会 渡部留美（東北大学）
語り手 中本進一（埼玉大学）

課題論文 中本進一「私が COISAN とともに思い続けた日本流留学生アドバイジング」『留
学生交流・指導研究』26号，pp.13-18.

参加者数 4人

COISANオンライン読書会
「ジャーナル掲載論文著者と語ろう」開催報告
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第 22回
日時 2025 年 3 月 12 日（水）
司会 渡部留美（東北大学）
語り手 太田亨（金沢大学）

課題論文
太田亨「日韓共同理工系学部留学生事業（日韓プログラム）キャリア追跡調査―
インタビュー調査の分析を中心としてー」『留学生交流・指導研究』26 号，
pp.27-40.

参加者数 3人

第 23回
日時 2025 年 4 月 24 日（木）
司会 渡部留美（東北大学）
語り手 田中京子（元名古屋大学）

課題論文 田中京子「留学生相談・支援組織の変換―13 回におよぶ改編が実践現場にもた
らした影響―」『留学生交流・指導研究』26号，pp.55-68.

参加者数 4人
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おしゃべり会
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担当：宇塚　万里子・岡本　紗知

COISAN では、留学生相談・支援担当者同士が大学の垣根を越えて、気軽に情報交換・交流する

ことを目的に、オンライン交流会を毎月 1回、開催しています。

新しく留学生担当になって困っている方もベテランの方も昨今のグローバル化台風の中でいろい

ろな経験や苦労をされていると思います。リソースが不足しがちな留学生関連業務で孤軍奮闘され

ている方も少なくないでしょう。そんなときは少し一休み、オンライン交流しませんか？他大学の

例を聞くと、参考になったり、励まされたり、或いは、「へー、そなんだ。知らなかった。」など。

入退室時間も、もちろん自由です。

テーマは、参加者の持ち寄ったその時々の話題を話すフリートークの回とゲストスピーカーを招

いたトピック型の回を交互に行っています。

開催日 トピック 参加者数

2024 年 4月 25日（木） 地域連携プログラム・留学生向け授業・留学生対応教
職員のトラブル 5名

2024 年 5月 22日（水） GW後の留学生のしんどさ・住民と騒音問題・近隣小
中高との連携プログラム 6名

2024 年 6月 26日（水） 引きこもりについて（音信不通と安否確認・対応の必
要性・誰が対応すべきか） 7名

2024 年 7月 24日（水） （前回の継続）引きこもりについて（対応する人の専門性）
国際共修科目・障害を抱えた学生の受け入れ 4名

2024 年 8月 28日（水） 大学が休み期間の間の相談支援（自動車事故対応・在
留期間と在籍期間） 5名

2024 年 9月 25日（水） 留学生会と大学との関係・部活やサークルと留学生 6名

2024 年 10 月 31日（木） 「留学生受け入れ直後に気をつけた方が良いこと」
ゲストスピーカー：渡部先生 8名

2024 年 11 月 27日（水） 授業料免除・奨学金 3名

2024 年 12 月 19日（木） 「入国後 3ヶ月以降の学生相談・支援のポイント」
ゲストスピーカー：大西先生 7名

2025 年 1月 29日（水） （参加者なしでキャンセル） 0名

2025 年 2月 27日（木） 「休暇期間中の学生支援について」
ゲストスピーカー：中本先生 6名

COISANオンライン交流会「おしゃべり会」開催報告
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付　　　　録
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設　　　立 ： 1996 年 5月

設立の経緯 ： 1990 年より国立大学に留学生センターが設置され始めました。これに伴い、留学

生に対する相談・指導を担当する教員有志が、大学の枠を超えて相互に情報や意見

を交換するとともに、留学生に関する研究を推進する必要性を痛感し、本協議会を

設立するに至りました。

主 な 活 動 ：  1. 研究会、セミナーの開催 

   2. 会誌『留学生交流・指導研究』の発行（毎年 1回。研究機関誌として発行） 

   3. 会員名簿の作成 

   4. 総会の開催 

   5. その他本会の目的を達成するために必要な事業

Ｕ　Ｒ　Ｌ ： https://coisan.org

会　　　員 ： 下記のように正会員と一般会員があります。どなたでも入会できます。

（１）正 会 員 ･･･ 国立大学法人留学生センター等の留学生教育・指導担当教員、または国立

大学法人において留学生教育・指導に携わり、これらに関連する領域における研

究を推進する方が正会員となることができます。非常勤講師、相談員等を含みます。

（２）一般会員 ･･･ これ以外の方（学生や私立大学教職員等）も一般会員として入会し、投稿  

することができます。

入　　　会 ： 後掲（100 ページ）

投　　　稿 ： 後掲（102 ページ）

連　絡　先 ： 〒 565-0871 大阪府吹田市山田丘 1-1 IC ホール 2F

  大阪大学国際教育交流センター IRIS（留学生交流情報室）内

  国立大学留学生指導研究協議会 事務局（担当 山岸美穂）

  電話番号：06-6879-7076  E-mail：info@coisan.org

＊各地区の幹事が、地区ごとの取りまとめの役割を果たしています。詳細は COISAN 組織（92ペー
ジ）をご参照ください。

国立大学留学生指導研究協議会
C O I S A N

Council of International Student Advisors of National Universities
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国立大学留学生指導研究協議会 規約
Council of International Student Advisors of National Universities

（略称COISAN）

1 ． 名　　称　　本会は、国立大学留学生指導研究協議会（英語名：Council of International 
Student Advisors of National Universities、略称：COISAN）と称する。

2 ．事 務 局　　本会は、主たる事務局を大阪府吹田市に置く。事務局の業務規程は別途定める。

3 ． 目　　的　　国立大学法人等における留学生教育・指導にかかわる諸問題について、情報・意
見交換を行うとともに、これらに関する研究を推進することを通じて日本と海外諸国間の留
学交流の促進と質的向上を図ることを目的とする。

4 ．事　　業　　本会は前条の目的を達成するために次の事業を行う。
　　（1）研究会、セミナー等の開催
　　（2）『留学生交流・指導研究』の発行
　　（3）会員名簿の発行
　　（4）総会の開催
　　（5）その他前条の目的を達成するために必要な事業

5 ．会　　員
　　（１）会員の種類と資格及び会費年額
　　　本会は正会員と一般会員、及び特別会員により構成する。
　　　　１）正会員は、次のいずれにも該当し、所定の手続きにより入会を認められた者とする。
　　　　　　① 国立大学法人留学生センター等の留学生教育・指導担当教員、または国立大学法人

において留学生教育・指導に携わる者（非常勤講師、相談員等を含む）で、これら
に関連する領域における研究を推進する者

　　　　　　②本会の運営及び活動への参画の意志のある者
　　　　　　③メーリングリストを介した情報・意見交換に参加する者
　　　　　　④正会員 1名の推薦を受けた者
　　　　　　⑤会費年額 7,000 円を納める者
　　　　２） 一般会員は、次の①～③のいずれにも該当し、所定の手続きにより入会を認められた

学生、教職員、研究者等とする。
　　　　　　①  5.-（1）-1）- ①に記載の資格を有しない者で、本会の趣旨に賛同し、本会の活動へ

の参加を希望する者
　　　　　　②本会正会員 1名の推薦を受ける者
　　　　　　③会費年額 7,000 円を納める者
　　　　３）特別会員は、幹事会により特に必要と認められた者とする。会費等は別途定める。
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　　　　４） シニア会員は、次の①～③のいずれにも該当し、所定の手続きにより入会を認められ
た者とする。ただし、シニア会員は幹事として本会の運営に関わることはできない。

　　　　　　①大学を退職し、常勤職についていない者
　　　　　　② 55歳以上の者
　　　　　　③ COISAN 会員として 10年以上在籍した者
　　　　　　④本会の趣旨に賛同し、本会の活動への参加を希望する者
　　　　　　⑤会費年額 3,000 円もしくは、5,000 円（ジャーナル冊子送付者）を納める者
　　（２）入　　会
　　　本会への入会は、幹事会の議を経て代表幹事が承認しなければならない。
　　（３）退　　会
　　　次の事項に該当する場合、幹事会の議を経て、代表幹事は当該会員を退会とすることができる。
　　　　１）本人から退会の申し出があった時
　　　　２）会費が未納である時
　　　　３）本会の趣旨に著しく違反した時

6 ．組織・運営
　　（１）組　　織
　　　本会には、幹事会及び編集委員会を置く。
　　　　１） 幹事会は、地区幹事、特別幹事、監事、及び編集委員長で構成する。幹事会には代表

幹事 1名、副代表幹事 1名以上を置く。
　　　　２） 編集委員会は、編集委員長 1名及び編集委員で構成する。副委員長を置くことがで

きる。
　　　　３） 代表幹事、副代表幹事、幹事、監事、及び編集委員長は総会において正会員の中から

選出され、その任期は 2年とする。但し、原則として継続 2期を限度として、再任
を妨げない。任期年度は 7月 1日から翌年 6月末日までとする。

　　（２）運　　営
　　　 本会は年 1回の総会を開催する。総会は正会員で構成し、役員の選出、活動計画、予算等

本会運営にかかわる諸事項を決定する。
　　　 本会の運営は総会の決定に基づき、幹事会が行う。
　　　 代表幹事は会の運営を統括するとともに本会の代表となる。幹事はそれぞれ分担して本会の

運営に当たる。
　　　 シニア会員は、幹事として本会の運営に関わることはできない。
　　　 編集委員長は幹事会の決定に基づき編集委員会を組織し、研究機関誌の発行の企画・発刊に

当たる。
　　　本会の会計年度は 4月 1日から翌年 3月末日までとする。
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7 ．規約の改正　　  本規約は 1996 年 5月 24日をもって発行する。 
1997 年 6月 6 日　一部改正 
1999 年 6月 11日　一部改正 
2005 年 3月 11日　一部改正 
2007 年 6月 21日　一部改正 
2012 年 6月 22日　一部改正 
2018 年 6月 26日　一部改正 
2019 年 7月 11日　一部改正 
2023 年 6月 30日　一部改正 
2024 年 6月 27日　一部改正
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令和6年度（2024年度）役員

◆代 表 幹 事 有 川 友子〈大阪大学〉（歴代代表幹事）

◆副代表幹事 渡 部 留美〈東北大学（新）〉

 宇塚 万里子〈岡山大学〉

◆地 区 幹 事 北海道・東北地区 濵田 典子〈秋田大学〉

 関東地区 米本 和弘〈東京学芸大学〉

 関東地区 趙　 丹寧〈埼玉大学（新）〉

 中部地区 仙石 　祐〈信州大学（新）〉

 中部地区 伊藤 孝惠〈山梨大学（新）〉

 近畿地区 梁瀬 まや〈京都大学（新）〉

 近畿地区 岡本 紗知〈大阪大学〉

 中国・四国地区 村上 和弘〈愛媛大学〉

 九州・沖縄地区 伊藤 健一〈宮崎大学〉

◆特 別 幹 事 有 川 友子〈大阪大学〉（代表幹事）

 渡部 留美〈東北大学〉（副代表幹事）

 宇塚 万里子〈岡山大学〉（副代表幹事）

 瀬尾 匡輝〈茨城大学（新）〉（HP担当幹事研究会担当幹事）

 市島 佑起子〈鹿児島大学〉（コミュニケーション担当幹事）

◆監 事 岸 田 由美〈金沢大学（新）〉

 服部 明子〈三重大学（新）〉

◆編集委員長 和 田 尚子〈名古屋大学〉

◆歴代代表幹事 2020 年 7月～ 2022 年 6月 中本 進一　　埼玉大学教授

 2016 年 7月～ 2020 年 6月 安　 龍洙　　茨城大学教授

 2012 年 7月～ 2016 年 6月 有川 友子　　大阪大学教授

 2008 年 7月～ 2012 年 6月 門倉 正美　　横浜国立大学名誉教授

 2006 年 7月～ 2008 年 6月 瀬口 郁子　　神戸大学名誉教授

 2002 年 7月～ 2006 年 6月 楢原 　暁　　元東京大学教授

 2000 年 7月～ 2002 年 6月 三宅 政子　　元名古屋大学教授

 1996 年 5月～ 2000 年 6月 古城 紀雄　　大阪大学名誉教授
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 入 会 案 内

〈 1〉 入会希望者は、入会申込書に必要事項を記入の上、入会申込をメールで事務局
（info@coisan.org）にお送りください。

 ＊入会には、本会正会員 1名の推薦が必要となります。

〈 2〉 入会が受理されると、その旨通知されます。

 ＊手続き書類を送りますので、年会費 7,000 円をお納めください。

〈 3〉 入会者には最新の機関誌などの資料が送付されます。

〈 4〉 以降、機関誌への投稿案内、総会、研究会などについては、電子メール及び国立
大学留学生指導研究協議会のホームページでお知らせします。機関誌は、郵送で
送付されます。
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 『留学生交流・指導研究』第28号投稿規程

〈投稿資格〉　 

1 ． 本誌に投稿できる者は、国立大学留学生指導研究協議会の会員でなければならない。なお、
共著者に非会員を含むことはできるが、第一筆者は国立大学留学生指導研究協議会の会員とす
る。ただし、編集委員会が特に行う原稿執筆依頼は、非会員に対しても行うことができるもの
とする。また、同一著者による投稿の掲載が連続する場合は、原則連続 2回を限度とする。 

〈投稿内容、使用言語、投稿種目〉　 

2 ． 投稿内容：留学生指導、国際教育交流およびその周辺分野に関するもので、未発表のものに
限る。他の学会誌などへの重複投稿はしないこと。ただし、口頭発表、プリント類はその限り
ではない。

3． 使用言語：日本語または英語。投稿者の原稿の言語が母語と異なる場合、提出原稿はネイティ 
ブチェック済みであること。

4． 投稿の種目を以下のとおりとする。投稿者は原稿に種目を明示しなければならない。 　
1）研究論文：留学生指導、国際教育交流およびその周辺分野について、過去の知見に加える
べき学術的意義のある独創的な研究成果が明確に述べられているもの。関連する領域におけ
る先行研究の内容が十分に把握され、研究課題が明確に設定されており、実証的・論理的に
課題への解答が示されていることが必要。 　
2）研究ノート：留学生指導、国際教育交流およびその周辺分野について、新たな視点・着想、 
新規性のある事実の発見、前提的考察、先駆的発想、萌芽的研究課題の提起、古典の見直し
など、将来の優れた研究につながる可能性のある内容を、研究論文としての形式にとらわれ
ずに自由に論を展開することができるもの。 　
3）実践報告・調査報告：実践報告においては、留学生指導、国際教育交流の現場における実
践の内容が具体的かつ明示的に述べられており、その内容を広く公開して共有することの意
義が明確なもの。調査報告においては、留学生指導、国際教育交流分野において、調査の目
的が明確であり、調査の方法・分析・解釈が妥当であり、調査の結果に資料的価値が認めら
れるもの。実践報告・調査報告いずれにおいても、単なる内容の報告に留まらず、的確な考
察がなされていること。 　
4）書評：留学生指導、国際教育交流などに関する書籍の論評。
5）その他：編集委員会が特に依頼したもの（特集、特別寄稿、講演など）。

〈倫理ガイドライン〉　 

5 ． 投稿に際しては以下の倫理を守ること。 　
1）研究の実施および研究成果の公表について、調査対象者に説明し、同意を得ている。 　
2）個人のプライバシーに配慮し、個人情報が特定・類推されることがないよう、細心の注意
を払うこと。また、可能な限り、論文公表の同意を得ること。 　
3）特定の機関を対象とした研究では、該当機関の長に論文公表についての同意を得ること。 
4）倫理的な配慮を行っていることを本文中に明記すること。
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〈原稿〉　 

6 ． 書式：A4横書き、和文 43字× 30行（英文 44行）とし、ファイル形式は PDF ファイルと
する。カラーの図、表、写真などは、あらかじめグレースケールに変換すること。 

7 ． 分量：編集委員会が特に指定した場合を除き、研究論文、研究ノート、実践・調査報告は
15 ページ以内（図、表、写真などを含める、要旨は除く）、書評は 2ページ以内とする。書
評は冒頭に、①書名、②著者名、③出版社名、④出版年、⑤頁数、⑥定価、⑦氏名、⑧所属を
示す。洋書の場合も和書に準じるが、書名はイタリック体で示すこと。 

8 ． 要旨・キーワード：研究論文、研究ノート、実践報告・調査報告においては、日本語の場合
400 字程度、英語の場合 200 語程度の要旨を添付し、5つ以内でキーワードを添付する。なお、
要旨は投稿連絡票にのみ記載し、原稿には記載しないこと。

9． 本文中の固有名詞：執筆者が特定される地名や大学名等は、伏せ字（例：A県，α大学）に
して記すること。なお、原稿の内容上必要不可欠な地名や大学名等は、編集委員会で審議し査
読後、倫理ガイドラインを守った上で実名での表記を認める場合もある。

10． 本文中の引用元の表記：著者名が多数の場合も、全ての著者名を記すこととする（例：加賀
美・横田・坪井・工藤（2012））。ただし、同じ文献の引用が複数回ある場合の文中引用では、
初出の際は全著者の姓を記し、2回目以降の引用では第 3著者までの姓のみ記載し、他の著者
は他として省略することとする（例：加賀美・横田・坪井他（2012））。

11． 引用・参考文献は項目を別に設け、本文中で言及したものが過不足なく記されていること。
一覧を文末にまとめ、和文単行本の場合は：著者名（刊行年）『書名』発行書店名とし、洋書
単行本の場合は：Author 姓、名のイニシャル（Publication year）Title イタリック体、
Publisher とする。和雑誌の場合は：著者名（刊行年）「表題」『雑誌名』巻数号数、ページの
始めと終わりとし、洋雑誌の場合は：Author 姓、名のイニシャル（Publication year）“Title”, 
Journal title イタリック体, Volume, Number, Pages とする。ウェブサイトからの引用資料の場
合は：資料提供機関等（掲載年）「タイトル」URL（閲覧日）とする。

 　著者名が多数の場合も、全ての著者名を記すこととする。日本語文献と外国語文献とを、そ
れぞれまとめて、日本語文献、外国語文献の順に記載し、日本語文献は第一著者の姓の五十音
順に、外国語文献は第一著者の姓のアルファベット順に配列する。日本語訳書を引用した場合
は、日本語文献にまとめる。ウェブサイトからの引用資料は、日本語のサイトを日本語文献に
まとめ、外国語のサイトを外国語文献にまとめる。

 　なお、執筆者自身の文献を引用する際に、「拙書」「拙稿」など執筆者が特定される表現を避
けること。伏せ字は使用しないこと。 　　　　
例）［引用・参考文献］ 
加賀美常美代・横田雅弘・坪井健・工藤和宏（2012）『多文化社会の偏見・差別－形成の
メカニズムと低減のための教育－』明石書店 
高松里（2006）「国際交流学生サークル活動への教育的サポート：九州大学国際親善会の
活動と会への支援」『九州大学留学生センター紀要』第 15巻、pp.67-74 
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